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砧地域

つながろう 広げようつながろう 広げよう
ちいきのわちいきのわ

withコロナに対応した新たな地域福祉活動の取り組みを考えています！
詳しくは次のページをご覧ください。

子ども食堂、配食サービス始めました！子ども食堂、配食サービス始めました！➡➡P2P2

おうち時間でも、交流しました！➡Pおうち時間でも、交流しました！➡P33

日頃の取り組みが新型コロナ対策に役立ちました！日頃の取り組みが新型コロナ対策に役立ちました！➡➡P2P2

地域の声から取り組みました！地域の声から取り組みました！➡➡P3P3

【１ページ】 

砧地域社会福祉協議会事務所社協だより 第４３号  

世田谷区社会福祉協議会は、誰もが安心してくらせる町・世田谷を目指し、区民の皆様とともに福祉のま

ちづくりを進める非営利団体です。 

withコロナに対応した新たな地域福祉活動の取り組みを考えています！詳しくは次のページをご覧くださ

い。 
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　これまでの顔を合わせての交流が制限され、つながりを作る事が困難な状況にある中、ボランティア
さんの“つながり続ける事が大事！”と言う熱い思いで、新たな取り組みを始めました！

子ども食堂そら豆★お弁当配食

子ども食堂ごはん村★食料品を配布

　電話連絡や、配食時の何気ない会話を通じて、貧困家庭
や多子家庭、孤食の子どもたちへのアプローチができまし
た。今後も継続的に見守っていきたいです。
� 子ども食堂そら豆　代表

　以前のような交流は出来ないけれど、食料品の配布を通
して、困っている人・悩みを抱えている人への継続的な見
守りをしていきたいです。今後は子ども食堂の枠にとらわ
れず、地域とつながり『新しい絆』を作っていきたいです。
� 子ども食堂ごはん村　代表

　共働き家庭やひとり親家庭など
で、遅くまでひとりで過ごす子供
たちの「孤食」、経済的理由によ
る「欠食」などを少しでも減らす
ため、無料または安価な料金で食
事の提供を行っています。

＊個数限定・事前予約制で配食サービス実施

＊レトルト等持帰りの食品を配布

　喜多見地区の一部では、交通不便・買い物不便が課題として挙げられています。その支援策の一端と
して、社会福祉協議会喜多見地区事務局・喜多見まちづくりセンター・喜多見あんしんすこやかセンター
の三者で買い物支援に取り組んでいます。具体的な例として、魚や野菜の移動販売車を地区内に誘致し、
移動販売会を行っています。

　商店は営業時間等を縮小している中でお世話になってい
る魚屋へご連絡したところ、「私達はいつもと変わらず、

よろしければお伺いしますよ」と心強いお返事でした。当日は開始時間前から待ってい
て下さる来場者もおり、生活支援の一助となっていると実感できました。

子ども食堂子ども食堂とはとは

こども食堂、配食サービスはじめました！� 砧 地 区こども食堂、配食サービスはじめました！� 砧 地 区

日頃の取り組みが新型コロナ対策に役立ちました！� 喜多見地区日頃の取り組みが新型コロナ対策に役立ちました！� 喜多見地区

喜多見地区事務局より

つながろう 広げよう ～ ちいきのわ ～つながろう 広げよう ～ ちいきのわ ～

今年の販売会の時に買い物にお越しいただいた住民からの声今年の販売会の時に買い物にお越しいただいた住民からの声

『コロナが怖くて、あまり外出したくないので、助かってる』
『いつもは駅前まで買い物に行っていたけど、ここで十分間に合います』

コロナ禍で外出を控えている方も移動販売会を利用しています。

【２ページ】 

コロナかの中で、様々な工夫を凝らし、地域のつながりを絶やさぬよう、各団体それぞれが今できること

を考えて取り組んでいます。そんな地域での取り組みを４つ紹介します。 

 

１．砧地区 こども食堂、配食サービスはじめました！ 

これまでの顔を合わせての交流が制限され、つながりを作る事が困難な状況にある中、ボランティアさん

の“つながり続ける事が大事！”と言う熱い思いで、新たな取り組みを始めました！ 

子ども食堂そら豆では、お弁当の配食を実施しています。代表者のコメント 『電話連絡や、配食じの何

気ない会話を通じて、貧困家庭やタシ家庭、孤食の子どもたちへのアプローチができました。今後も継続

的に見守っていきたいです。』 

子ども食堂ごはん村では、食料品の配食を実施しています。代表のコメント 『以前のような交流は出来

ないけれど、食料品の配布を通して、困っている人・悩みを抱えている人への継続的な見守りをしていき

たいです。今後は子ども食堂の枠にとらわれず、地域とつながり『新しい絆』を作っていきたいです。』 

 

２．喜多見地区 日頃の取り組みが新型コロナ対策に役立ちました！ 

喜多見地区の一部では、交通不便・買い物不便が課題として挙げられています。その支援策のいったんと

して、社会福祉協議会喜多見地区事務局・喜多見まちづくりセンター・喜多見あんしんすこやかセンター

の三者で買い物支援に取り組んでいます。具体的な例として、魚や野菜の移動販売しゃを地区内に誘致し、

移動販売会を行っています。 

今年の販売会の時に買い物にお越しいただいた住民からの声『コロナが怖くて、あまり外出したくないの

で、助かってる』『いつもは駅前まで買い物にいっていたけど、ここでじゅうぶん間に合います』 コロナ

かで外出を控えているかたも移動販売会を活用されました。 

 

  



3

～レシピを共有、みんなで自宅でトライ！～
　「成城男ディ倶楽部」では、６月に開催中止となった「男も料理」のレシピに基づき、各自自宅でトライ！
作ったものの写真を撮り、メールで報告しあい、料理についてあれこれ語り合いました。

地域住民からの「不安」という地域住民からの「不安」という声をもとに声をもとに
　　　新型コロナ　　　新型コロナをテーマにしたをテーマにした
　　　　　　講演会　　　　　　講演会を実施しました！を実施しました！

　８月17日（月）船橋まちづくりセンターにて『新型コロナ“正しくおそれ
よう”～正しい情報と正しい知識で～』をテーマに開催しました。企画のきっ
かけは「不安を抱えながら暮らしている高齢者が多い。その不安を軽くでき
る方法はないか？」とサロンスタッフから寄せられたご相談でした。当日の
参加者からは「話を聞けて良かった。もしもの時に備えて大きな安心材料に
なった。」との感想をいただきました。

おうち時間でも、交流しました！� 成 城 地 区おうち時間でも、交流しました！� 成 城 地 区

地域の声から取り組みました！� 船 橋 地 区地域の声から取り組みました！� 船 橋 地 区

実際のメールとお写真

新型コロナウイルスにより、集うことが難しい昨今ですが、様々な工夫を凝らし、地域のつな
がりを絶やさぬよう、各団体それぞれが今できることを考えて取り組んでいます。そんな地
域での取り組みの一部をご紹介します。

　電子レンジでチンする前に玉ねぎをつけたタレの残りを溶けたバターの残るフライパン
に戻し、焦げない程度に少し煮詰めてソースとして玉ねぎステーキにかけてみました。
こんな感じになりました。

新玉ねぎのステーキ新玉ねぎのステーキメニューメニュー

成城男ディ倶楽部とは、成城にお住いの男性の第二の人生の楽しみ方を共有する場です。

　自粛期間中で直接お会いできませんでしたが、創意工夫を凝らしたお料理を
メールで報告しあい、情報交換で盛り上がりました！！こんな時期だからこそ、
会わなくてもつながることができる、新しいかたちの交流が生まれました。

with
有隣病院

【３ページ】 

３．成城地区 おうち時間でも、交流しました！ 

レシピを共有、みんなで自宅でトライ！ 「成城だんディ倶楽部」では、６月に開催中止となった「男も料

理」のレシピに基づき、各自自宅でトライ！作ったものの写真を撮り、メールで報告しあい、料理につい

てあれこれ語り合いました。実際のメールでは「新玉ねぎのステーキ電子レンジでチンする前に、玉ねぎ

をつけたタレの残りを、溶けたバターの残るフライパンに戻し、焦げない程度に少し煮詰めてソースとし

て玉ねぎステーキにかけてみました。」とのコメントがありました。自粛期間中で直接お会いできません

でしたが、創意工夫を凝らしたお料理をメールで報告しあい、情報交換で盛り上がりました！こんな時期

だからこそ、会わなくてもつながることができる、新しいかたちの交流が生まれました。成城だんディ倶

楽部とは、成城にお住いの男性の第二の人生の楽しみかたを共有する場です。 

 

４．船橋地区 地域の声から取り組みました！ 

地域住民からの不安という声をもとに、新型コロナをテーマにした講演会を、ユウリン病院の先生を講師

にお招きし、実施しました！ 8月17日月曜、船橋まちづくりセンターにて『新型コロナ,正しくおそれよう ,

正しい情報と正しい知識で』をテーマに開催しました。企画のきっかけはサロンスタッフ！「不安を抱え

ながら暮らしている高齢者が多い。その不安を軽くできる方法はないか？」と相談を受けた事でした。当

日の参加者からは「話を聞けて良かった。もしもの時に備えて大きな安心材料になった。」との感想をい

ただきました。 
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　社会福祉協議会では、地域のお困りごと
を、地域を支える皆さんと一緒に考え、解
決するネットワークづくりに取り組んでい
ます。

買い物に困っている人へ、『買い物支援マップ』を発行！
　「公社けやきの会」を通じて、主に宅配や出張などを行っている
店舗を掲載した「買物支援マップ」を、祖師谷商店街振興組合や祖
師谷昇進会商店街振興組合の協力も得て、今年７月から発行するこ
とができました。

　コロナ禍により、一日中家にいてストレスが溜まっている方や、
月数回の買物を支援してくれていた家族が来られない事で、買い物
が出来ずに困っている方もいます。このマップを色々な方に使って
いただき、安全に生活できるようになればと思います。

『買物に出られない時のために、
このような情報が必要だと思っていたので助かる。』
『知り合いにも教えてあげたい！』

★マップ配置場所★
祖師谷まちづくりセンターの地区情報
のラック内・祖師谷地区社会福祉協議
会事務局

　平成 28年より公社祖師谷住宅における、高齢住民
の孤立や様々な生活課題について、祖師谷まちづく
りセンター・社会福祉協議会・あんしんすこやかセ

ンター・在宅総合ケアセンター成城・
民生児童委員協議会・日赤奉仕団など
の関係団体や住民の方と連携し、解消
に向けて取り組んでいます。

こんな「お困りごと」があります！
　祖師谷地区の高齢化率はおおよそ 23％
で、祖師谷２丁目の公社祖師谷住宅は
60％を超えるほど高く、１人暮らしや高齢
者のみの世帯が多いため、買い物に行くこ
とが難しい方が多くいらっしゃいます。
　また、商店街は自動車や自転車の往来が
非常に多く、高齢者が安心して買物など外
出しにくい環境です。

公社けやきの会公社けやきの会 とは

マップを利用した方からの声マップを利用した方からの声

困ったことは一緒に解決しましょう！� 祖師谷地区困ったことは一緒に解決しましょう！� 祖師谷地区

そんなお困りごとを
一緒に協力して解決する
ネットワークを
作っています！

「公社祖師谷住宅における高齢者の支えあい
について考える会」の愛称です。

公社けやきの会のメンバーで「買い物支援マップ」を

作成しました。一緒に活動してくださる方募集中です！！

【４ページ目】 

このページの記事は１つです。 

困ったことは、一緒に解決しましょう！社会福祉協議会では、地域のお困りごとを、地域を支える皆さん

と一緒に考え、解決するネットワークづくりに取り組んでいます。 

祖師谷地区の高齢化率は約２３％で、祖師谷２丁目の公社祖師谷住宅は６０％を超えるほど高く、１人ぐ

らしや高齢者のみの世帯が多いため、買い物に行くことが難しい高齢者が多くいます。また、商店街は自

動車や自転車の往来が非常に多く、高齢者が安心して買物など外出しにくい環境です。 

そんなお困りごとを一緒に協力して解決するネットワークを作っています！買い物に困っている人へ、買

い物支援マップを発行！公社けやきの会を通じて、主に宅配や出張などをおこなっている店舗を掲載した

買物支援マップを、祖師谷商店街振興組合や祖師谷昇進会商店街振興組合の協力も得て、今年７月から発

行する事ができました。 

コロナかにより、一日中、家にいてストレスが溜まっているかたや、月数回の買物を支援してくれていた

家族が来られない事で、買い物が出来ずに困っているかたもいます。このマップを色々なかたに使ってい

ただき、安全に生活できるようになればと思います。 

マップ配置場所は、祖師谷まちづくりセンターの地区情報のラック内・祖師谷地区社会福祉協議会事務局

です。 

公社けやきの会とは、公社祖師谷住宅における高齢者の支えあいについて考える会の愛称です。平成28年

より公社祖師谷住宅における、高齢住民の孤立や様々な生活課題について、祖師谷まちづくりセンター・

社会福祉協議会・あんしんすこやかセンター・在宅総合ケアセンター成城・民生児童委員協議会・日赤奉

仕団などの関係団体や住民のかたと連携し、解消に向けて取り組んでいます。 
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（令和 2年 9月 2日現在）

制　度 合　計
緊急小口資金（特例貸付） 8,351世帯
総合支援資金（特例貸付） 4,037世帯
住居確保給付金 5,524世帯

各制度の内容詳細やお申込方法については、世田谷区社会福祉協議会の
HP をご覧ください。①②の特例貸付の申請期限は令和 2 年 12 月末日
（消印有効）。お申し込みは、ぷらっとホーム世田谷までお願いいたします。

TEL 03-3419-2611　（FAX 03-5431-5357）

①緊急小口資金（特例貸付）…（20 万円以内）
　［要件］コロナウィルス感染拡大の影響を受け、休業等により緊急・一時的に生活費が必要な方
②総合支援資金（特例貸付）…（単身世帯 15 万円以内 /2 人以上世帯 20 万円以内× 3 か月以内）
　［要件］コロナウィルス感染拡大の影響を受け、休業等により生活再建までの間の生活費が必要な方
③住居確保給付金…（�単身５３, ７００円上限、２人世帯６４, ０００円上限　他、原則 3 か月で最長９

か月間まで利用可能。）
　［要件］�収入が減少し、家賃の支払いが困難になっている方（収入や預貯金の基準あり）

申請受付件数

制度概要

コロナ禍における社会福祉協議会の取り組みコロナ禍における社会福祉協議会の取り組み
　今年から猛威を振るい生活を一変させた新型コロナウィルス感染症は、今もなお、終息が見えな
い状況ですが、世田谷区社会福祉協議会では、日常の暮らしを守るために様々な取り組みを行って
います。その一環として、新型コロナウィルス感染症の影響による休業や失業等により、生活資金
でお悩みの方に対し、生活費の貸付や家賃助成などの支援があります。

　従来、地域貢献といえば、地域のイベントや社協事業への「参加
型」の活動が主でした。おうち時間が増えた今、各自宅でもできる
ことを考えて、地域貢献に取り組
む人がいます。「おうちでもできる
地域貢献」として、皆さまからた
くさんの温かいご寄付をいただき
ました！

ご寄付くださった方のご意向に沿った形で、地域で活用させていただきます。

生活費の貸付・給付金のほか
〇再就職などの就労相談
〇�生活の立て直しへの自立 /
家計相談などの相談業務を
行っています。

目黒星美学園より
メッセージ入りマスク

おうちでも
できる
地域貢献！

　★目黒星美学園より『メッセージ入りマスク＆アルコールジェル』

　★区民の方より『手づくりマスク』
　★ファミリーサポートセンター事業援助会員より『手作りコマ＆爪楊枝入れ』

【５ページ目】 

このページの記事は２つです。 

１．コロナかにおける社会福祉協議会の取り組み 
世田谷区社会福祉協議会では、日常の暮らしを守るために様々な取り組みを行っています。

その一環として、新型コロナウィルス感染症の影響による休業や失業等により、生活資金で

お悩みのかたに対し、生活費の貸付や家賃助成などの支援があります。 
【制度概要】 
①,緊急小口資金特例貸付は、20 万円以内。コロナウィルス感染拡大により、休業等により

緊急・一時的に生活費が必要なかたが対象です。 
②,総合支援資金（特例貸付）は、単身世帯 15 万円以内／2 人以上世帯 20 万円以内を 3 か

月以内。コロナウィルス感染拡大により、休業等により生活再建までの間の生活費が必要な

かたです。 
③,住居確保給付金は、単身５３７００円上限、２人世帯６４０００円上限。 
収入が減少し、家賃の支払いが困難になっているかたに収入や資産の状況に応じて、家賃を

助成。３か月単位で最長９か月間まで利用可能です。 
各制度の内容詳細やお申込方法については、世田谷区社会福祉協議会のホームページに掲

載しています。①,②の特例貸付の申請期限は１２月末までです。※お申し込みは、ぷらっ

とホーム世田谷までお願いいたします。 
 

２．砧地域 おうちでもできる地域貢献 

従来の、地域貢献といえば、イベントや社協事業への「参加型」がおもでした。在宅時間が増えた今、地域

の皆さまが「おうちでもできる地域貢献」を考えて、新たな活動も生まれています。一例を紹介すると①,

目黒セイビ学園より 『メッセージ入りマスク＆アルコールジェル』②,区民のかたより 『手づくりマスク』

③,ファミリーサポートセンター事業援助会員より  『手作りコマと爪楊枝入れ』これらは、ご寄付くださ

ったかたのご意向に沿った形で、地域に活用させていただきます。 
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歳末たすけあい・地域支えあい募金報告歳末たすけあい・地域支えあい募金報告

　募金の一部は、支援を必要とする方へのお見舞金・お祝い金、在宅で高齢者、障害者を介護している
方へのお見舞金としてお届けすることができました。
　また、地域福祉の充実を図るため、令和２年度の地域支えあい活動事業などに使わせていただきます。
募金の内訳は下記のとおりです。

　１．募金総額（砧地域社協事務所）	 6,597,121 円
	 （世田谷区社会福祉協議会）	 41,934,566 円（A）
� （単位：円）

砧地域社協事務所：地区社協別募金額 世田谷区社会福祉協議会：地域社協別募金額
地区社協名 募金額 地域社協事務所名 募金額

祖師谷 947,400 円 世田谷地域 11,970,338 円
成　城 1,239,460 円 北沢地域 9,388,854 円
船　橋 1,291,168 円 玉川地域 11,334,085 円
喜多見 1,641,090 円 砧地域 6,597,121 円
きぬた 1,459,900 円 烏山地域 2,638,987 円
事務局 18,103 円 本部取扱 5,181 円
合　計 6,597,121 円 合　計 41,934,566 円

　２．配分内訳
　  （1）お見舞金・お祝い金

対象 単価（円） 砧地域社協 世田谷区社協

① 支援を必要とする世帯 1世帯� 10,000 円
＋ 1人� 2,000 円加算

28世帯　65名
354,000 円

132世帯　261名
1,578,000 円

② 支援を必要とする世帯児童・
中学校入学生徒入学お祝い金 15,000 円 0名

0円
3名

45,000 円

③ 在宅要介護高齢者介護者 5,000 円 125件
625,000 円

840名
4,200,000 円

④ 在宅重度障害児（者）介護者 5,000 円 70件
350,000 円

384名
1,920,000 円

①～④の合計 1,329,000 円 7,743,000 円（B）

　  （2）令和２年度地域福祉活動費等（C）
募金総額（A）－お見舞金・お祝い金（B）＝（C） 34,186,385 円

地域福祉活動費等・・・‌�地域福祉推進のための支えあい活動（ふれあい・いきいきサロン）福祉団体へ
の助成金などに使われます。（受領書の作成などの一部事務費も含まれます。）

令和元年度

ご協力ありがとうございました。

　新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、「砧地域支えあいフェスタ２０２１」は
中止となりました。皆さまのご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。また
イベントが開催できるようになりましたら、ぜひいらしてください。
※�「砧地域支えあいフェスタ」は、社会福祉協議会の支えあい活動団体（サロン・ミニデイ）と障害者
施設「わくわく祖師谷」が協力して、祖師谷ふれあいセンターで毎年行われているイベントです。

砧地域支砧地域支えあいフェスタ2021えあいフェスタ2021中止中止のおのお知知らせらせ

【６ページ】 

このページの記事は２つです。 

１．令和がん年度歳末たすけあい・地域支えあい募金報告 

募金の一部は、支援を必要とするかたへのお見舞金・お祝い金、在宅で高齢者、障害者を介護しているか

たへのお見舞金としてお届けすることができました。また、地域福祉の充実を図るため、令和２年度の地

域支えあい活動事業や福祉団体への助成などに、地域福祉活動費として使わせていただきます。募金の内

訳は以下のとおりです。 

①、募金総額：砧地域社協事務所６，５９７，１２１円。世田谷区社会福祉協議会４１，９３４，５６６

円。 

②、配分内訳 

お見舞金・お祝い金の配分内訳は４つです。 

（１）支援を必要とする世帯。砧地域は３５４，０００円 

（２）支援を必要とする世帯児童・中学校入学生徒入学お祝い金。砧地域はなし。 

（３）在宅よう介護高齢者介護者。砧地域は６２５，０００円。 

（４）在宅重度障害児（シャ）介護者。砧地域は３５０，０００円。 

１から4の合計は地域で１，３２９，０００円。世田谷区社協全体で７，７４３，０００円 

地域福祉活動費等は、世田谷区社協全体で、３４，１８６，３８５円です。ご協力ありがとうございまし

た。 

 

２．砧地域支えあいフェスタ２０２１中止のお知らせ 

社会福祉協議会の支えあい活動団体（サロン・ミニデイ）と障害者施設「わくわく祖師谷」が協力して、祖

師谷ふれあいセンターで毎年行われている砧地域支えあいフェスタ2021は新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、中止となりました。次回開催のおりは、ぜひいらしてください。 
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社協会費募集　中間報告社協会費募集　中間報告

　今年は新型コロナウイルス感染拡大の防止等を考慮し、戸別訪問は原則中止することに致しました。
　そこで、払込取扱票を送付し、ご協力をお願いする形で進めております。
　コロナ禍の中、今までのような会費募集活動が困難であったにも関わらず、ご尽力くださいました
皆さま、本当にご協力ありがとうございました。
　大勢の皆さまにご賛同いただき頂戴しました会費は、世田谷の地域福祉活動を進める貴重な財源と
して使わせていただきます。
　今後とも、ご理解・ご協力賜りますよう心からお願い申し上げます。

会 費 中 間 報 告� 令和2年9月7日現在

地区社協名
一般会員 特別会員 法人会員 合　計
件 円 件 円 件 円 件 円

祖師谷 1 300 9 335,000 2 10,000 12 345,300
成　城 1 300 5 40,000 3 15,000 9 55,300
船　橋 334 203,700 24 140,000 37 195,000 395 538,700
喜多見 208 98,800 3 15,000 2 10,000 213 123,800
きぬた 9 11,600 35 212,200 24 135,000 68 358,800
事務局 0 0 1 5,000 0 0 1 5,000
合　計 553 314,700 77 747,200 68 365,000 698 1,426,900

寄付金のご報告
善意のご寄付ありがとうございました。

（令和2年4月1日～令和2年9月7日）

寄付者様のご希望により氏名・金額等掲載しない場合がございます。

月　日 氏　　　名 金　額
7月30日 てまりの会　代表・浅山恵子　様 16,000 円
8月 5日 匿名　様 17,046 円

沢山のご寄付をいただき、
誠にありがとうございまし
た。寄付は、ご意向に沿っ
た形で地域福祉に活用させ
ていただきます。

第５回　子育て支援者養成研修　受講生募集
子どもが好きな方、地域の子育てを応援しませんか？子どもが好きな方、地域の子育てを応援しませんか？

対　　象 修了後、援助会員として子どもの一時預かりや送迎ができる 18歳以上の方
研　　修
（全６日間）

１/6（水）、１/8（金）、１/12（火）、１/14（木）、１/19（火）または１/21（木）、１/28（木）
【時間】9：30～ 15：30

会　　場 三茶しゃれなあどホール「オリオン」
研修受講料 2,000 円（テキスト代）

【お問合せ・お申込み】世田谷区ファミリーサポートセンター
　　　　　　　　　　　電　話：03-5429-1200
　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：03-5429-1202

【７ページ目】 

このページは記事が３つあります。 

１．寄付金のご報告 

令和元年４月１日から令和２年９月７日までに２名のかたからご寄付を頂きました。寄付は、ご意向に沿

った形で地域福祉に活用させて頂きます。たくさんのご寄付を誠にありがとうございました。 

 

２．社協会費募集 中間報告令和2年9月7日現在 

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため戸別訪問は原則中止とし、払込取扱票を送付し、ご協力を

お願いする形で進めています。コロナかの中、ご尽力くださいました皆様、本当にありがとうございまし

た。おおぜいの皆様にご賛同いただき頂戴した会費は、世田谷の地域福祉活動を進める貴重な財源として

使わせていただきます。 

 

砧地域社協事務所・地区社協別会費中間報告 

祖師谷地区は345300円、成城地区は55300円、船橋地区は538700円、喜多見地区は5000円、きぬた地区

は358800円、事務局では5000円、地域合計で486件1308100円となっています。 

 

３．子育て支援者養成研修受講生募集 

対象は１８歳以上で子どもが好きなかた、心身ともに健康なかた、援助会員としてご協力くださるかたで

す。研修は全６日間。研修受講料はテキスト代２，０００円です。 

受講の申し込みは、世田谷区ファミリーサポートセンター、０３－５４２９－１２００まで。 

 

 

 

 

  




